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日頃より当工業会の活動にご支援・ご協力を賜り、誠にありがとうございます。 

さて、当工業会の会報「電材ジャーナル」も 19５2 年 6月に会報「電絶」として創刊し

て以来幾多の名称変更含む変遷を経て、２００９年１月で６００号発行にこぎつけるこ

とができました。これもひとえに諸先輩方はじめ当工業会関連産・官・学の皆様方の絶

える事のないお力添えの賜物と深く感謝申し上げます。 

当工業会設立50周年目の2002年 6月に新たな展開をめざして「電気絶縁材料工業会」

から「電気機能材料工業会」と名称変更し再出発した当工業会にとって、現下の経済情

勢は真に厳しいものがあります。このような時こそ、「ものづくり」の原点を見つめ、

「温故知新」先人の知恵に学ぶことも有意義と考え、600 号記念事業の一環として、こ

れまで連載してきました「絶縁材料史」「絶縁材料史秘話」をまとめて「電気絶縁材料

小史」として単行本化することにしました。 

電気絶縁材料の歴史を身をもって編んでこられた先輩諸氏の示唆に富んだ体験談も

座談会記事として掲載しました。先輩諸氏のご提案がその後の工業会活動の方向を示す

ひとつの礎となっております。 

「電気絶縁材料史」と銘打つには、対象絶縁材料すべてを網羅するに至らず、また、

材料史として不可欠な事項をカバーしているとも言えない懸念もあって、タイトルを

「電気絶縁材料小史」とさせていただきました。皆様方のご指摘、ご支援を頂戴し、後

日「電気絶縁材料史」として改定できる日を願っております。 

幾多の苦難を乗り越えてこられた先人のご苦労に接し、これからの「新たなものづく

り」をめざした難局打開の一助になれば望外の喜びであります。 

末尾ではありますが、貴重な原稿をご執筆いただいた皆様に感謝し、発刊のご挨拶と

させていただきます。 

 

2009 年 3 月 1 日    

電気機能材料工業会 

理事長 池田 聡   
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あとがき 
 

会報「電材ジャーナル」に掲載した電気絶縁材料史を読み直し、一冊の本にまとめる

にあたって、日本の「電気」の先人は誰であったのか、電気絶縁材料の歩みはどうであ

ったのか、などについての素朴な質問が小委員会の中で起こった。これらの問いに端を

発し、平賀源内（1728-1779、オランダ製起電機「エレキテル」の修理をした人）、橋本

曇斎（1763-1836、日本で始めて本格的に「電気（静電気）」を科学として研究した人）、

佐久間象山（1811-1864、フランスの百科事典の蘭訳を参考に、絹巻線と電信機、その

電源用にダニエル電池を自作した人）、榎本武揚（1836-1908；初代電気学会会長（1888））、

藤岡市助（1857-1916；電灯事業設立の提案者。電気事業の祖）などの存在を知る事が

できた。日本最初の電気の文献や今に通じる日本最初の電気絶縁ワニスの分類などにつ

いては本文中に紹介した。 

製品ごとの開発・工業化の歴史は、それぞれの執筆者が、技術の第一線に立ち、それ

ぞれの時代背景（戦争、天災、オイルショック、為替変動、環境対応など）のもと、ユ

ーザの要請に応えるべく、誠意を持って対応してきた記録でもある。国際標準化の推進

過程や海外移転等で得た貴重な経験、今後への期待等も述べられている。これらには、

「プロジェクトＸ」や「ガイアの夜明け」のような大きさや派手さはないが、材料屋の

もつ「ものづくり」にかける情熱とドラマが秘められている。 

製品には寿命があり、それを見越して先を読みさらなる開発が必要なこと、開発を成

功させるには、要素技術の構築・深耕に加えて、ユーザや素材メーカとの連携が重要で、

また、それを育む企業風土もキーポイントとの経験談も吐露されている。 

エネルギー需要の増大と情報化社会の進展に応じて、多くの技術課題を克服しつつ 

天然材料から合成高分子材料の活用へ、付加価値増をめざして電気絶縁材料から電子材

料へ、と展開してきた電気機能材料も、基礎研究含め一部成熟化の様相を呈し、特に社

会インフラの担い手のひとつである電気絶縁材料については、「技術の伝承不安」がさ

さやかれてきた。このような状況下での経済不況の襲来は不安要因の拡大でもある。し

かし、これまでの歴史は困難克服の過程を示しており、「新たなものづくり」に向けた

取り組みに役立つものと期待したい。 

編纂上の留意点として、「電材ジャーナル」既掲載文を基本に加筆、修正等の変更は

最小限にとどめた。「ワニス編」、「マイカ編」については、小委員会の判断で草創期の

事象を調査し今回新たに追加した。所属は、執筆当時のものとした。その後所属名に変

更ある場合は、現社名等も併記した。 

電気絶縁材料史を充実させるために、読者の皆様からのご提案等をお願いします。 

なお、本原稿の入力をはじめとする編集実務は吉田氏に負うところが極めて大であった

ことを付記しておく。 

 

【小史編纂小委員会；委員長 向山吉之、委員；徳畑和男、宮川徹郎、 

吉田芳郎、事務局長；中島和秀】 




